



The study done so far has found the necessity of these two things below: malcing a connection 
between school-based action researches and school management system， and approaching school-
based action research with the collegiality. In addition， two more important points fo1' school-based 
action 1'esearch has been found. One is the establishment of the PDCA-cycle. The other is the 
improvement of workshops after demonst1'ation classes. In the cause of improving teache1"s 
qualities and collegiality， this study will suggesもsomespecific contents and methods of school-based 
action research. 






























4 : 63.6% I 3 : 27.3% I 2 : 9.1% 
b 白佼では，学校研究が計両的に進められているの
4 : 36.4% I 3 : '15.5% I 2・18.J% 
白校では，学校研究について，工夫している点が
ある。





































4 : 37.5% I 3 : 60.4% 2 : 2.1% 
白校では，気軽に互いの授業を見せ合える雰囲気
がある。
4 : 27. 1 % I 3 : 42.7% I 2 : 30.2% 
「自分ならどうするか?Jという視点で互いの授業
g を批評することができる。
4 : 32.3% I 3 : 47.9% I 2 : 19.8% 
「思考力Jr判断力Jr表現力Jをテーマにして学オ交研
h 究を進めていくことは，重要である。


































































































































































































































































































































































2013年 12月に A中学校において， 1今年度
の学校研究に関するアンケート調査J(対象は 33
名)を実施した。その結果は次の通りである。な
お，各項目での評価は 14 とてもそう思う 3 

























コミュニケー ション力 27.3% 
授業研究会の前に行った学年や教科ご、との事前検
討会は， 自分の 「授業力」の情]ヒに有効で、あった。
2 : 9.1% 
(どのような点で、有効であったか〉
-授業者の提案をもとに，教科や学年で検討しな
がら ィーコの授業を作り上げたこと 60.6% 
-事前に授業のポイントや重点等が共有され，明
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